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松
林
鶴
之
助

九
州
地
方
陶
業
見
学
記

正
木
直
彦
の

茶
の
湯
日
記

十
三
松
堂
茶
会
記
正
木
直
彦
の

茶
の
湯
日
記

依
田　

徹  

編

《
三
月
発
売
》
本
書
は
『
正
木
直
彦
夫
妻
茶
会
記
』『
正
木
直
彦
日
記
』（
共
に
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）よ
り
、
正
木

直
彦
と
同
夫
人
の
茶
会
記
の
記
述
を
翻
刻
・
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

岡
倉
天
心
の
後
を
受
け
、
美
術
行
政
・
美
術
教
育
の
分
野
で
貴
重
な
足
跡
を
残
し
た
正
木
直
彦
。
遺
さ
れ
た
明
治

44
年
か
ら
昭
和
16
年
ま
で
の
茶
会
記
に
は
、
益
田
鈍
翁
、
松
永
耳
庵
、
原
三
渓
、
小
林
逸
翁
、
高
橋
箒
庵
、
田
中
仙
樵
、

川
合
玉
堂
、北
大
路
魯
山
人
、佐
佐
木
信
綱
、徳
富
蘇
峰
な
ど
、各
界
の
名
士
が
登
場
す
る
。
そ
の
人
物
交
流
の
様
子
は
、

美
術
史
・
茶
道
史
に
新
た
な
光
を
当
て
る
だ
ろ
う
。

正
木
直
彦　
十
三
松
堂
こ
と
正
木
直
彦（
一
八
六
二
～
一
九
四
〇
）は
岡
倉
覚
三

（
天
心
）と
同
じ
年
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
教
職
を
経
て
上
京
し
、
帝
国
大
学
法
科

大
学
法
律
科
を
卒
業
。
帝
国
奈
良
博
物
館
学
芸
員
、
古
社
寺
保
存
委
員
を
経
て

文
部
省
秘
書
官
と
な
り
、
明
治
34
年
に
東
京
美
術
学
校（
現
・
東
京
藝
術
大
学
美

術
学
部
）第
五
代
校
長
と
な
る
。
以
後
32
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
校
長
と
し
て

同
校
の
発
展
に
努
め
、昭
和
六
年
に
は
帝
国
芸
術
院
院
長
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

依
田
　
徹　
昭
和
52
年（
一
九
七
七
）、山
梨
県
生
ま
れ
。東
京
藝
術
大
学
大
学

院
美
術
研
究
科
芸
術
学
専
攻
、博
士
後
期
課
程
を
修
了
。美
術
博
士
。日
本
近
代

美
術
史
、茶
道
史
を
専
門
と
し
、主
な
論
文
に「
日
本
美
術
史
に
お
け
る
茶
の

湯
」（『
國
華
』一
二
九
二
号
）が
あ
る
。

●
Ａ
５
判
・
二
九
二
頁
・
上
製
本
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
装
・
定
価（
本
体
４
５
０
０
円
＋
税
）

松

M
atsubayashi T

surunosuke

林
靏
之
助
九
州
地
方
陶
業
見
学
記
前
﨑
信
也  

編

《
三
月
発
売
》
朝
日
焼
十
二
代
松
林
昇
斎
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
た
松
林
靏
之
助（
一
八
九
四
～
一
九
三
二
）は
、
京
都
市

立
陶
磁
器
試
験
場
附
属
伝
習
所
で
濱
田
庄
司
や
河
井
寛
次
郎
の
元
で
窯
業
技
術
を
学
ぶ
。
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
、
濱

田
と
ほ
ぼ
入
れ
違
い
に
イ
ギ
リ
ス
の
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
の
リ
ー
チ
工
房
に
入
り
、
濱
田
の
い
な
い
工
房
で
技
術

指
導
を
支
え
、
リ
ー
チ
の
依
頼
に
よ
り
三
室
の
登
り
窯
を
建
造
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

　

本
書
は
、
大
正
８
年
松
林
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
調
査
旅
行
記『
九
州
地
方
陶
業
見
學
記 
全
』（
朝
日
焼
松
林
家
蔵
）

の
翻
刻
に
解
説
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
先
は
大
分
県
を
除
く
九
州
五
県
に
点
在
す
る
40
余
の
陶
磁
業
者
で
、

有
田
の
香
蘭
社
、
深
川
製
磁
、
辻
精
磁
社
、
松
尾
工
場
な
ど
、
高
級
陶
磁
器
か
ら
衛
生
陶
器
工
場
ま
で
あ
ら
ゆ
る
製

磁
業
者
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
他
に
も
高
取
焼
、
唐
津
焼
、
高
田
焼
、
大
川
内
焼
、

三
川
内
焼
、
薩
摩
焼
な
ど
、
か
つ
て
御
用
窯
と
し
て
栄
え
た
陶
家
・
陶
業
地
の
大
正
期

の
経
営
や
技
術
の
様
子
が
詳
細
に
描
写
さ
れ
、
近
代
九
州
窯
業
史
を
知
る
貴
重
な
史

料
と
な
っ
て
い
る
。〈
原
本
挿
図
ス
ケ
ッ
チ
100
点
・
表
26
点
、
追
加
挿
図
写
真
113
点
〉

●
四
六
判
・
三
五
二
頁
・
上
製
本
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
装
・
定
価（
本
体
４
５
０
０
円
＋
税
）

前
﨑
信
也　
一
九
七
六
生
ま
れ
。
龍
谷
大
学
卒
、
二
〇
〇
八
年
ロ
ン
ド
ン
大
学
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
博
士
課
程（
美
術
史
）
修
了
。

二
〇
〇
九
年
よ
り
、
立
命
館
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
機
構
ポ
ス
ト
ド
ク
ト
ラ
ル
フ
ェ
ロ
ー
。
学
術
博
士
。


